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会員の購読料は賦課金の中
に含まれます。

2月の出来事
●時事
   8日  笹子トンネルが全面開通
12日  グアム無差別襲撃事件
　　   ロシア、チェリャビンスク州に隕石が落下
　　   深刻な中国の大気汚染
●山梨県中央会ニュース
  8日  事務連絡協議会新春交流会
13日  やまなし6次産業化交流会
15日  労務改善団体連合会新春交流会
18日  正副会長会議、情報連絡員会議
3月の予定
23日  第18回中小企業組合まつり
26日  第10回正副会長会議、中央会理事会

１面  情報連絡員会議が開催される
３面  県内業況と動向について（１月の報告）
４・５面  組合の事業や活動をご紹介

７面  大学生が企業をリポート！
８面  旬なお知らせ「情報BOX」

今月の見どころ

　中
央
会
で
は
、各
業
界
の
景
況
情
報
の
提

供
を
依
頼
し
て
い
る
情
報
連
絡
員
を
集
め
て

の
会
議
を
2
月
18
日
研
修
室
で
開
催
し
た
。

こ
の
会
議
は
、年
1
回
開
催
し
、各
業
界
の
業

況
報
告
や
今
後
の
動
向
な
ど
に
つ
い
て
情
報

交
換
を
お
こ
な
っ
て
い
る
も
の
。

　最
初
に
、株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫

甲
府
支
店
の
小
俣
力
也
支
店
長
を
講
師
に
招

き
、「
中
小
企
業
を
取
り
巻
く
最
近
の
経
済
・

金
融
状
況
」
と
題
し
て
研
修
会
を
行
っ
た
。

　研
修
会
で
は
、全
国
の
中
小
企
業
の
景
気

動
向
や
3
月
末
で
終
了
と
な
る
中
小
企
業
金

融
円
滑
化
法
の
期
限
到
来
に
伴
う
影
響
に
つ

い
て
詳
細
な
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
説
明
が
行

わ
れ
た
。ま
た
、本
日
か
ら
始
動
と
な
っ
た
手

形
の
電
子
化
「
で
ん
さ
い
ネ
ッ
ト
」
の
紹
介

も
併
せ
て
行
わ
れ
た
。小
俣
支
店
長
は
、「
設

備
投
資
に
つ
い
て
全
国
的
に
回
復
傾
向
に
あ

る
。山
梨
県
に
お
い
て
は
全
国
平
均
よ
り
11
・

4
ポ
イ
ン
ト
増
と
な
っ
て
い
る
た
め
、県
内
の

景
気
回
復
に
期
待
し
て
い
る
。ま
た
、平
成
25

年
3
月
31
日
に
期
限
を
迎
え
る
中
小
企
業
金

融
円
滑
化
法
に
つ
い
て
は
、期
限
到
来
後
も

こ
れ
ま
で
の
金
融
機
関
と
し
て
の
取
り
組
み

や
方
針
は
変
わ
ら
ず
中
小
企
業
の
さ
ま
ざ
ま

な
資
金
ニ
ー
ズ
に
迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う

支
援
体
制
を
整
え
て
い
る
。」
と
講
じ
た
。

　続
い
て
、平
成
24
年
度
に
お
け
る
四
半
期

の
景
気
動
向
並
び
に
D
I
値
の
推
移
に
つ
お

い
て
事
務
局
よ
り
説
明
を
行
っ
た
後
、内
藤

会
長
が
進
行
役
と
な
り
各
業
界
や
組
合
の
現

状
と
景
況
な
ど
に
つ
い
て
情
報
交
換
を
行

い
、出
席
し
た
各
情
報
連
絡
員
よ
り
中
小
企

業
を
取
り
巻
く
厳
し
い
経
営
環
境
が
報
告
さ

れ
た
。

　主
な
報
告
は
次
と
お
り

　【旅
客
運
送
業
】海
外
の
原
油
高
に
加
え
円

安
の
影
響
で
燃
料
の
高
騰
が
止
ま
ら
な
い
。

受
注
の
低
価
格
競
争
が
激
化
し
て
い
る
。【
鉄

骨
工
事
業
】県
内
の
多
く
の
工
事
物
件
が
、受

注
価
格
の
下
落
等
に
よ
り
県
外
業
者
に
流
れ

て
い
る
。発
注
先
は
、も
っ
と
地
域
性
を
重
視

し
て
欲
し
い
。【
警
備
業
】警
備
員
の
労
務
単

価
は
、他
の
業
種
よ
り
遙
か
に
低
い
。こ
の
低

い
単
価
が
基
礎
と
な
っ
て
受
注
額
に
な
る
た

め
、利
益
に
結
び
つ
か
ず
厳
し
い
状
況
で
あ

る
。【
廃
棄
物
処
理
業
】収
集
運
搬
の
認
可
さ

れ
て
い
る
業
者
で
は
な
く
古
物
商
の
許
可
を

持
っ
て
い
る
事
業
者
が
安
価
に
回
収
業
務
を

行
っ
て
い
る
た
め
に
ト
ラ
ブ
ル
が
絶
え
な
い
。

燃
料
の
高
騰
に
よ
り
経
営
は
厳
し
い
状
況
で

あ
る
。【
石
油
小
売
業
】燃
料
の
高
騰
が
続
い

て
い
る
。さ
ら
に
、消
費
者
の
節
約
志
向
や
省

エ
ネ
カ
ー
の
普
及
で
廃
業
が
一
段
と
増
す
と

予
測
す
る
。【
電
気
機
械
器
具
小
売
業
】省
エ

ネ
家
電
や
L
E
D
等
が
順
調
に
推
移
し
て
い

る
。【
生
鮮
小
売
業
】郊
外
の
大
型
店
の
増
加

に
伴
い
売
上
が
年
々
減
少
し
て
い
る
。組
合

員
の
転
廃
業
が
加
速
し
て
い
る
。【
ジ
ュ
エ

リ
ー
製
品
卸
売
業
】山
梨
県
が
宝
飾
の
産
地

で
あ
る
こ
と
を
消
費
者
へ
P
R
す
る
た
め
、産

地
ブ
ラ
ン
ド
「
Ｋ
ｏ
ｏ

‐

ｆ
ｕ
」
に
取
り
組

ん
で
お
り
、今
春
か
ら
東
京
大
手
百
貨
店
で

販
売
を
開
始
す
る
。【
紙
・
紙
製
品
卸
売
業
】円

安
に
よ
り
価
格
は
上
昇
し
て
い
る
が
、中
国

の
内
需
低
迷
や
経
済
摩
擦
な
ど
に
よ
り
安
定

的
な
輸
出
量
の
確
保
は
難
し
い
。ま
た
、本
や

雑
誌
な
ど
の
電
子
化
に
伴
い
排
紙
量
が
減
少

し
て
い
る
。【
印
刷
・
同
関
連
業
】ビ
ジ
ュ
ア
ル

コ
ン
テ
ン
ツ
な
ど
新
た
な
分
野
で
の
収
益
確

保
を
模
索
し
て
い
る
。【
木
材
・
木
製
品
製
造

業
】輸
入
木
材
が
値
上
げ
傾
向
に
あ
る
。ま

た
、大
手
プ
レ
カ
ッ
ト
企
業
が
県
内
に
進
出

し
て
く
る
た
め
、今
後
は
仕
事
量
の
確
保
が

難
し
く
な
る
と
予
測
す
る
。【
外
衣
・
シ
ャ
ツ

製
造
業
】婦
人
服
に
つ
い
て
は
、納
入
先
の
減

少（
デ
パ
ー
ト
の
合
併
や
小
売
店
の
減
少
）や

海
外
資
本
メ
ー
カ
ー
の
出
店
も
あ
り
売
上
が

減
少
し
て
い
る
。【
食
料
品
製
造
業
】円
安
の

た
め
原
材
料
の
高
騰
が
利
益
確
保
難
を
招
い

て
い
る
。ま
た
、海
外
へ
販
路
開
拓
を
行
っ
て

い
る
組
合
員
も
い
る
。

（
関
連
‥
直
近
の
1
月
の
県
内
景
況
は
3

面
に
掲
載
）

 業界の景況について情報を交わす会場内

平
成
24
年
度
情
報
連
絡
員
会
議
を
開
催

業界を取り巻く経営状況等について情報交換業界を取り巻く経営状況等について情報交換
講師：㈱商工組合中央金庫甲府支店

小俣力也支店長

主催者あいさつをする
内藤悦次会長
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ibuki山梨らしい産業
　山
梨
県
は
、静
岡
県
と
共
同
で
国
民
の
シ
ン
ボ

ル
で
あ
る
富
士
山
を
そ
の
豊
か
な
自
然
と
美
し
い

景
観
、歴
史
や
文
化
を
後
世
に
引
き
継
ぐ
た
め
に

2
月
23
日
を「
富
士
山
の
日
」に
制
定
し
た
。

　今
後
は
、両
県
に
よ
っ
て
富
士
山
環
境
保
全
活

動
や
富
士
山
世
界
文
化
遺
産
登
録
等
様
々
な
取
組

み
が
な
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
が
、こ
れ
を
契
機
に

地
域
資
源
を
生
か
し
た
産
業
が
根
付
く
こ
と
を
期

待
し
た
い
。

　富
士
山
に
限
ら
ず
本
県
は
、南
ア
ル
プ
ス
、八
ヶ

岳
な
ど
の
山
々
や
富
士
五
湖
な
ど
豊
か
な
自
然
資

源
を
有
し
、そ
れ
ら
が
生
み
出
す
地
形
や
良
質
な

水
資
源
が
フ
ル
ー
ツ
王
国
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に

農
産
物
の
生
産
に
も
恩
恵
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

　県
民
に
と
っ
て
は
当
た
り
前
に
な
っ
て
い
る
農

村
風
景
や
周
辺
の
山
々
で
あ
る
が
、こ
れ
ら
を「
貴

重
な
資
源
」と
し
て
捉
え
、近
年
農
林
水
産
物
等
の

地
域
資
源
を
活
用
し
た
商
品
開
発
や
地
域
特
産
品

の
ブ
ラ
ン
ド
化
な
ど
農
業
者
と
地
域
中
小
企
業
者

が
連
携
す
る「
農
商
工
連
携
」や
農
業
者
自
ら
が
生

産
・
加
工
・
販
売
ま
で
手
が
け
る「
6
次
産
業
化
」に

関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　本
会
に
お
い
て
も「
山
梨
6
次
産
業
化
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
」を
開
設
し
、様
々
な
支
援
を
行
う
中

で
、農
業
者
と
地
域
中
小
企
業
者
が
連
携
し
、新
た

な
事
業
展
開
・
新
産
業
の
創
出
の
可
能
性
を
サ
ポ

ー
ト
し
て
い
る
。残
念
な
が
ら
山
梨
の
耕
作
放
棄

地
は
全
国
第
2
位
と
の
こ
と
。し
か
し
そ
れ
ら
を

活
用
で
き
る
資
源
と
し
て
考
え
る
な
ら
、新
た
な

担
い
手
と
し
て
農
業
に
意
欲
的
な
人
の
受
け
入
れ

や
農
業
分
野
へ
の
参
入
を
目
指
す
企
業
の
受
け
皿

と
な
り
え
る
。

　山
梨
の
立
地
や
自
然
な
ど
特
色
を
生
か
し
た
山

梨
ら
し
い
新
産
業
が
創
出
さ
れ
る
こ
と
を
大
い
に

期
待
し
た
い
。

　 年度末後の事務手続きの流れ
「決算関係書類」「事業報告書」の作成
　財産目録、貸借対照表、損益計算書、剰余金処分案（又は損失処理案）及
び事業報告書の作成。
　　 ⬇

監事による監査
　「決算関係書類」「事業報告書（業務監査を行う場合）」について監事の
監査を受ける。
　監事は監査報告書を作成し、「決算関係書類等」の全部を受領した日か
ら4週間を経過した日に理事に通知。但し、監事が自主的に4週間を下回
る期間で監査を行い、理事に監査報告を通知することは可能。
　　 ⬇

理事会招集通知の発出
　理事長が理事会の会日の1週間前（定款で短縮可）までに各理事に発出
（監事が業務監査権限を持つ場合は監事を含む）。理事（監事が業務監査
権限を持つ場合は監事を含む）全員の同意があれば招集手続きの省略可。
　　 ⬇

理事会の開催
　通常総会の開催日時、場所・議案の議決。監事の監査を受けた「決算関
係書類」「事業報告書（業務監査をした場合）」の承認。通常総会の会日の2
週間前までに「決算関係書類」「事業報告書」を主たる組合事務所に、写し
を従たる事務所に備置く（5年間）。
　 　⬇

総会招集通知の発出
　理事長が通常総会会日の10日前までに（定款で短縮可）までに組合員
に到達するよう発出。議案の他、会議の日時、場所等会議の目的事項を示
すとともに、理事会の承認を受けた「決算関係書類」「事業報告書」及び「監
査報告書」を添付。組合員全員の同意があれば招集手続きの省略可（この
場合、招集通知発出の際に必要な添付書類も不要）。
　　 ⬇

通常総会の開催　➡　理事会開催　※役員改選（代表理事、副理事長、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　専務理事等）を行った場合。

　　 ⬇

通常総会議事録の作成、（役員改選を行った場合）役員変更届出書・理
事会議事録の作成

※変更登記が発生していれば…
　登記事項〈名称、主たる事務所、事業、公告の方法、出資1口の金額、出資
払込の方法、地区〉に変更が生じた場合は、所管行政庁からの定款変更認
可後2週間以内に変更登記。
　代表理事の変更は、就任日から2週間以内に変更登記。
注：同一人物が留任しても変更登記が必要。

※定款変更を行っていれば…
　所管行政庁に①定款変更理由書　②定款変更条文新旧対照表　③総
会議事録の謄本を提出。
　　 ⬇

通常総会終了後、2週間以内に決算関係書類・事業報告書・総会議事録
を所管行政庁へ提出
●所管行政庁への提出書類
①決算関係書類提出書（鑑）
②決算関係書類（財産目録、貸借対照表、損益計算書、剰余金処分案又
は損失処理案）
③事業報告書　④総会議事録の謄本
注：所管行政庁への決算関係書類の提出を忘れずにお願いします。
　　”職権解散”の対象となります。
　　 ⬇

事業年度終了後、原則2ヶ月以内に税務申告書類の提出・納税
・法人税…税務署
・法人県民税+事業税…県税事務所
・法人市（町村）民税…市町村税務課

年度末後の事務手続きの流れ年度末後の事務手続きの流れ
　3月を事業年度末にしている組合が多いと思いますが、遅滞なく事務手続きが完了できるよう、「年度末後の事務手続きの流れ」
を参考に適切な事務処理を行なって下さい。なお、事務処理等でご不明な点がありましたら、中央会にご相談下さい。
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2013年1月 2013年1月2013年1月

データから見た業界の動き（平成25年1月分）

収益状況
2012年1月

景況感
2012年1月

売上高
2012年1月

減少
46% 不変

40%

増加
14%

減少
40%

不変
50%

増加
10%

減少
38% 不変

56%

増加
6%

減少
34%

不変
56%

増加
10%

減少
40% 不変

58%

増加
2%

減少
36%

不変
58%

増加
6%

　本県の1月の景況は、全業種のDI値が、売上高－24
（前年同月比＋8）、収益状況－38（前年同月比－8）、
景況感－30（前年同月比＋2）となっており、業種別の
DI値では製造業で、売上高－40（前年同月比±0）、収
益状況は－50（前年同月比－15）、景況感は－35（前
年同月比＋5）。非製造業で、売上高－13（前年同月比
＋14）、収益状況－30（前年同月比－3）、景況感－27
（前年同月比±0）となっている。
　全体の前年同月比では売上高、景況感は改善の方
向にあるものの収益状況においては悪化傾向が続い
ている。
　前月比では、製造業では景況感が20ポイントと大
きく改善したが売上高、収益状況ともに前月から改善
していない。一方、非製造業は売上高が7ポイント、収
益状況が3ポイント、景況感は10ポイントと全ての項
目でDI値が好転した。
　情報連絡員による県内の1月の業況報告は、季節的
な要因も含め好調となった業種が一部で見受けられ
るものの、全体的に厳しい状況が続いている。製造業
では、円安による輸出への期待が高まる一方で、原材
料や物価の上昇により利益確保が難しいとの報告が
多かった。また、依然として受注・仕事量の減少等に歯
止めがかからず、雇用調整に踏み切らざるを得ないと
言う報告もあった。
　非製造業では、中央自動車道の笹子トンネル天井
板落下事故の影響による売上の落ち込みが宿泊業を
中心に報告された。
　また、コスト増や消費意欲の停滞が依然として続い
ており収益に結びつかないなど先行きへの不安が情
報連絡員からの報告で色濃く見受けられる結果とな
った。

●山梨県中小企業団体中央会情報連絡員報告業
界
の
動
き

▼
デ
ー
タ
か
ら
見
た

声業界の業
界
の
現
況
は
?

　観
光
業
界
は
、景
気
に
よ
る
影
響
を
受
け
や
す
い
業
種
で
あ

る
た
め
、全
国
的
に
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。本
県
の
観
光
に

お
い
て
も
、昨
年
12
月
、本
年
1
月
は
笹
子
ト
ン
ネ
ル
事
故
の
影

響
を
受
け
ま
し
た
が
、2
月
以
降
は
順
調
に
回
復
し
て
お
り
、河

口
湖
周
辺
の
観
光
業
者
は
例
年
に
近
い
業
績
を
あ
げ
て
お
り
ま

す
。こ
れ
は
、都
心
か
ら
比
較
的
ア
ク
セ
ス
し
や
す
く
、富
士
山

や
湖
と
い
っ
た
豊
か
な
自
然
が
あ
る
こ
と
に
加
え
、山
梨
県
や

富
士
河
口
湖
町
等
と
の
連
携
に
よ
る
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実

施
、テ
レ
ビ
や
マ
ス
コ
ミ
等
の
媒
体
に
よ
る
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
効
果
、

年
間
を
通
し
て
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
継
続
的
に
実
施
し
て
い
る
こ

と
が
大
き
な
要
因
と
い
え
ま
す
。

　し
か
し
、海
外
の
観
光
客
に
つ
い
て
は
、昨
年
の
尖
閣
諸
島
の

問
題
に
よ
る
日
中
関
係
の
冷
え
込
み
が
宿
泊
業
界
の
大
き
な
マ

イ
ナ
ス
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。今
後
は
、今
以
上
に
ア
ジ
ア
各

国
に
販
路
を
広
げ
て
、積
極
的
な
P
R
活
動
が
急
務
と
な
っ
て

い
ま
す
。

組
合
の
活
動

　河
口
湖
周
辺
の
イ
ベ
ン
ト
や
味
覚
情
報
を
載
せ
た
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
の
作
成
、河
口
湖
周
辺
の
観
光
業
者
や
行
政
等
と
連
携
し
、

当
地
で
実
施
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　昨
年
で
12
年
目
を
迎
え
た
恒
例
の
富
士
山
ご
来
光
バ
ス
ツ
ア

ー
、第
1
回
キ
ラ
キ
ラ
河
口
湖
秋
物
語
、河
口
湖
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

ウ
ォ
ー
ク
協
会
が
企
画
し
た
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク
に
も
積

極
的
に
参
画
し
、宿
泊
客
に
P
R
し
て
き
ま
し
た
。

今
後
の
展
開
は
?

　昨
年
実
施
し
た「
キ
ラ
キ
ラ
河
口
湖
秋
物
語
」を
継
続
し
て
い

く
な
ど
、各
種
イ
ベ
ン
ト
等
を
通
し
て
河
口
湖
周
辺
の
活
性
化

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、本
年
は
富
士
山
の
世

界
遺
産
登
録
が
期
待
さ
れ
る

年
で
も
あ
り
、国
内
は
も
と
よ

り
、海
外
か
ら
も
多
く
の
観
光

客
が
訪
れ
る
と
思
い
ま
す
。来

て
い
た
だ
い
た
お
客
様
に
喜

ん
で
い
た
だ
き
、感
動
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
、一
層
の「
心

の
お
も
て
な
し
」に
重
点
を
置

き
、質
の
高
い
観
光
地
を
目
指

し
て
、地
域
全
体
で
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

ト
ピ
ッ
ク
ス

　情
報
連
絡
員
に
は
、景
気
動

向
の
変
化
、現
状
と
そ
の
背
景

な
ど
に
つ
い
て
、業
界
ま
た
は

組
合
員
全
体
の
動
向
・
予
測（
売

上
高
・
原
材
料
等
経
費
・
資
金
繰

り
な
ど
）に
つ
い
て
コ
メ
ン
ト
を

求
め
た
。

 

業
界
か
ら
一
言

■
製
造
業

●
食
料
品（
水
産
物
加
工
）／
自

社
製
品
の
ギ
フ
ト
は
横
ば
い

だ
が
、伊
勢
エ
ビ
や
鮑
等
の

生
鮮
の
取
扱
い
が
好
調
の
た

め
前
年
同
月
比
1
2
0
%
と

伸
長
し
た
。し
か
し
、円
安
に

よ
る
原
料
や
燃
料
費
の
値
上

げ
が
コ
ス
ト
増
の
要
因
に
な

る
と
予
測
す
る
。

●
食
料
品（
洋
菓
子
製
造
）／
円

安
か
ら
輸
出
が
倍
増
。Ｏ
Ｅ

Ｍ
や
自
社
製
品
も
好
調
の
た

め
売
上
は
前
年
同
月
比
１
２

７
・
５
%
。

●
食
料
品（
製
麺
）／
毎
年
１
月

は
観
光
客
の
減
少
に
伴
い
売

上
が
減
少
す
る
が
、今
年
は

笹
子
ト
ン
ネ
ル
天
井
版
崩
落

事
故
の
影
響
も
あ
り
例
年
以

上
に
売
上
が
落
ち
込
ん
で
い

る
。

●
食
料
品（
菓
子
）／
年
々
売
上

が
減
少
し
て
い
る
。

●
繊
維
･
同
製
品（
織
物
）／
絹

糸
が
値
上
が
り
し
て
い
る
上

に
、円
安
が
重
な
り
本
絹
ネ

ク
タ
イ
の
採
算
が
悪
化
し
て

い
る
。材
料
や
燃
料
等
の
値

上
が
り
に
よ
り
利
益
確
保
が

厳
し
い
。

●
木
材
・
木
製
品
製
造
／
円
安

に
よ
る
輸
入
木
材
の
値
上
げ

が
す
で
に
始
ま
っ
て
お
り
、

２
月
か
ら
売
値
の
上
昇
を
行

う
予
定
。

●
家
具
製
造
／
昨
年
末
か
ら
の

円
安
に
よ
る
諸
物
価
の
高
騰

や
消
費
税
増
税
を
控
え
、製

造
物
の
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
要
因

が
目
白
押
し
と
な
り
中
小
企

業
の
経
営
圧
迫
が
心
配
さ
れ

る
。

●
窯
業
・
土
石（
生
コ
ン
）／
リ

ニ
ア
特
需
の
反
動
も
あ
り
売

上
は
、前
年
同
月
比
81
％
。今

後
は
、中
部
横
断
自
動
車
道

建
設
工
事
に
よ
り
峡
南
地
域

の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
需
要
は
増

す
も
の
の
、そ
の
他
は
減
少

す
る
見
通
し
。

●
鉄
鋼
・
金
属
⑴
／
電
気
・
電

子
・
半
導
体
関
連
は
、仕
事
量

激
減
の
た
め
雇
用
調
整
を
実

施
。自
動
車
関
連
は
４
月
頃

か
ら
昨
年
並
み
に
回
復
す
る

見
込
み
。輸
出
製
品
は
、円
安

で
よ
い
が
生
産
量
が
上
が
ら

な
い
。

●
そ
の
他（
貴
金
属
・
宝
石
）／

円
安
に
よ
る
地
金
の
高
騰
が

消
費
の
落
ち
込
み
を
呼
び
、

運
転
資
金
の
確
保
が
難
し
く

な
る
と
思
わ
れ
る
。

■
非
製
造
業

●
卸
売（
紙
製
品
）／
中
国
の
景

況
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
。

●
卸
売（
ジ
ュ
エ
リ
ー
）／
国
際

宝
飾
展
へ
は
本
県
か
ら
多
数

の
業
者
が
出
展
し
売
上
も
好

調
だ
っ
た
。し
か
し
、地
金
の

高
騰
が
商
品
価
格
に
反
映
さ

れ
、消
費
者
の
購
買
意
欲
に
影

響
が
で
る
こ
と
を
懸
念
す
る
。

●
小
売（
青
果
）／
荷
動
き
が
少

な
く
業
界
全
体
が
厳
し
い
状

況
に
あ
る
。

●
小
売（
食
肉
）／
消
費
不
振
が

続
い
て
い
る
。特
に
牛
肉
の

消
費
は
回
復
の
兆
し
さ
え
見

え
な
い
。

●
小
売（
水
産
物
）／
笹
子
ト
ン

ネ
ル
天
井
版
崩
落
事
故
や
大

雪
の
影
響
に
よ
り
売
上
が
前

年
よ
り
10
%
減
少
し
て
い

る
。ま
た
、円
安
に
よ
る
輸
入

鮮
魚
等
の
値
上
が
り
が
懸
念

さ
れ
る
。

●
小
売（
石
油
）／
ガ
ソ
リ
ン
、

軽
油
は
年
末
年
始
の
帰
省
や

行
楽
等
に
よ
り
需
要
が
増

加
。灯
油
も
寒
気
や
大
雪
等

に
よ
り
需
要
増
加
。原
油
価

格
は
若
干
値
下
が
り
し
て
い

る
が
為
替
レ
ー
ト
の
円
安
ド

ル
高
に
よ
り
輸
入
コ
ス
ト
が

値
上
が
り
し
た
た
め
各
給
油

所
は
１
リ
ッ
ト
ル
あ
た
り
２

〜
３
円
程
度
値
上
げ
し
た
。

●
商
店
街
⑴
／
中
央
道
笹
子
ト

ン
ネ
ル
の
崩
落
事
故
の
影
響

に
よ
り
ビ
ジ
ネ
ス
客
や
観
光

客
が
極
端
に
減
少
し
た
。ま

た
、忘
新
年
会
と
も
に
例
年

を
下
回
っ
た
。

●
宿
泊
業
⑴
／
中
央
道
笹
子
ト

ン
ネ
ル
の
崩
落
事
故
に
よ
る

影
響
が
続
い
て
い
る
。車
で

の
観
光
客
が
激
減
、厳
し
い

寒
さ
も
重
な
り
集
客
が
減
少

し
て
い
る
。

●
美
容
業
／
低
料
金
に
よ
る
美

容
院
の
売
上
が
伸
び
て
い

る
。既
存
店
は
、入
店
客
数
、

客
単
価
と
も
に
減
少
。新
規

開
店
の
相
談
件
数
も
前
年
に

比
べ
減
少
し
て
い
る
。

●
廃
棄
物
処
理（
事
業
系
）／
燃

料
代
の
高
騰
に
よ
り
、ま
す

ま
す
利
益
確
保
が
難
し
い
。

●
警
備
業
／
中
央
道
笹
子
ト
ン

ネ
ル
の
崩
落
事
故
対
策
に
伴

う
警
備
業
務
を
受
注
し
た
た

め
、業
務
が
増
加
し
た
。

●
運
輸（
タ
ク
シ
ー
）／
売
上
は
、

前
年
に
比
べ
減
少
し
て
い
る
。

燃
料
の
高
騰
や
消
費
税
の
値

上
げ
等
、経
営
を
圧
迫
す
る

要
因
が
多
く
今
後
の
見
通
し

が
つ
か
な
い
。

●
運
輸（
ト
ラ
ッ
ク
）／
円
安
に

よ
る
燃
料
価
格
の
高
騰
が
、

こ
の
先
ど
う
影
響
し
て
く
る

の
か
不
安
で
あ
る
。

　

 

河
口
湖
温
泉
旅
館
協
同
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　理
事
長
　外
川 

　誠  

氏

1月分
平成25年

河口湖温泉旅館から見える富士山
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創
立
40
周
年
記
念
式
典

─

組
合
員
、関
係
者
ら
と
共
に

　
　
　更
な
る
飛
躍
を
誓
う
!

T O P I C S ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ギ
フ
ト
シ
ョ
ー
春
2
0
1
3
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　出
展

富士吉田織物協同組合

山梨県カーリサイクル協同組合  

T O P I C S ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　2
月
6
日（
水
）か
ら
8

日（
金
）に
か
け
て
、東
京

ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
に
お
い
て
、

第
75
回
東
京
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
フ
ト
・

シ
ョ
ー
春
2
0
1
3
が
開

催
さ
れ
、郡
内
の
織
物
関

係
で
は
、富
士
吉
田
織
物

協
同
組
合（
勝
俣
明
美
理

事
長
）の
4
企
業
を
は
じ

め
、西
桂
織
物
工
業
協
同

組
合
の
槙
田
商
店
、農
商

工
連
携
な
ど
の
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
る
フ
ジ
チ
ギ

ラ
が
出
展
し
た
。

　富
士
吉
田
織
物
㈿
は
今
回
の
ギ
フ
ト
シ
ョ
ー
で
初
め
て
、

シ
ョ
ッ
プ
バ
イ
ヤ
ー
等
の
小
売
業
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
ト
レ
ン

ド
志
向
の
強
い
メ
ー
カ
ー
が
多
く
出
展
す
る
「
フ
ァ
ブ
リ
ッ
ク
デ

コ
レ
ー
シ
ョ
ン
フ
ェ
ア
」
の
ブ
ー
ス
に
出
展
し
、た
く
さ
ん
の
注
目

を
集
め
た
。

　自
社
製
品
の
製
造
、販
売
に
力
を
注
い
で
い
る
メ
ー
カ
ー
4
社

も
出
展
し
た
。前
田
源
商
店
は
、オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
コ
ッ
ト
ン
を
使
用

し
た
自
社
ブ
ラ
ン
ド
「K

A
IS FIR

M

」
を
展
示
。田
辺
織
物
は
、

若
手
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
よ
る
、現
代
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ

た
オ
リ
ジ
ナ
ル
座
布
団
ブ
ラ
ン
ド
の
「C
O
C
IO
R
O
SO

」
、光
織

物
は
、産
学
官
共
同
開
発
企
画
か
ら
生
ま
れ
た
「kichijitu

」
ブ

ラ
ン
ド
を
展
示
。舟
久
保
織
物
は
、昨
年
サ
ン
プ
ル
出
展
し
好
評

で
あ
っ
た
自
社
ブ
ラ
ン
ド
「harefune

」
を
今
年
は
バ
イ
ヤ
ー

の
要
望
に
即
時
対
応
で

き
る
よ
う
生
産
体
制
を

整
え
、展
示
し
た
。

　本
県
の
織
物
産
業
は

縮
小
傾
向
が
続
い
て
い

る
が
、産
地
が
従
来
行
っ

て
き
た
商
流
で
あ
る
Ｏ

Ｅ
Ｍ
の
形
態
か
ら
脱
却

し
、小
回
り
が
効
く
と
い

う
中
小
企
業
の
強
み
を

発
揮
し
た
自
社
ブ
ラ
ン

ド
の
比
率
を
高
め
よ
う

と
い
う
機
運
が
盛
り
上

が
り
つ
つ
あ
る
。

　山
梨
県
カ
ー
リ
サ
イ
ク
ル
協
同

組
合（
保
坂
勇
理
事
長
）は
、去
る

2
月
22
日（
金
）、ホ
テ
ル
談
露
館
に

て
「
創
立
40
周
年
記
念
式
典
」
を

開
催
し
た
。

　本
組
合
は
昭
和
45
年
、全
国
中

古
自
動
車
部
品
連
合
会
の
「
山
梨

県
支
部
」
と
し
て
、県
内
業
者
16
社

で
組
織
化
し
た
。そ
の
後
、こ
れ
ま

で
有
償
に
て
取
引
さ
れ
て
い
た
使

用
済
み
自
動
車
が
、法
改
正
に
よ
り
、処
分
に
費
用
が
発
生
す
る

廃
棄
物
と
し
て
の
位
置
付
け
と
な
り（
使
用
済
み
自
動
車
の
逆
有

償
化
）、各
社
に
は
産
業
廃
棄
物
収
集
・
運
搬
の
許
可
業
者
と
し
て

の
登
録
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
こ
と
に
と
も
な
い
、許
可
業
者
の
資

格
取
得
の
た
め
に
県
の
関
連
機
関
か
ら
の
協
力
を
得
て
、組
合
員

が
一
致
団
結
し
、当
時
の
組
合
員
全
社
が
山
梨
県
の
許
可
業
者
と

し
て
の
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
。そ
し
て
平
成
10
年
、カ

ー
エ
ア
コ
ン
等
の
処
理
時
に
発
生
す
る
フ
ロ
ン
の
共
同
処
理
事
業
、

ま
た
使
用
済
み
自
動
車
か
ら
出
る
資
源
の
共
同
販
売
事
業
を
主

と
す
る
「
山
梨
県
カ
ー
リ
サ
イ
ク
ル
協
同
組
合
」
と
し
て
法
人
化

し
た
。

　本
組
合
で
は
、以
前
よ
り
、従
来
の
組
合
事
業
に
加
え
、自
動
車

リ
サ
イ
ク
ル
法
の
法
令
遵
守
を
目
的
と
す
る
適
正
処
理
の
推
進
、

不
法
投
棄
さ
れ
た
使
用
済
み
自
動
車
や
タ
イ
ヤ
等
の
回
収
・
処
理

を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

ま
た
、東
日
本
大
震
災
時
に
お
い
て
は
、被
災
地
で
使
用
不
能
と

な
っ
た
自
動
車
の
運
搬
処
理
作
業
に
も
協
力
し
て
き
た
。

　今
回
の
式
典
に
際
し
、保
坂
理
事
長
は
「
こ
れ
ま
で
、当
業
界
で

は
様
々
な
困
難
や
課
題
が
あ

っ
た
。し
か
し
、そ
の
よ
う
な

時
こ
そ
組
合
員
一
人
一
人
が

一
致
団
結
し
、ま
た
、関
係
団

体
か
ら
の
ご
協
力
に
も
助
け

ら
れ
、そ
の
困
難
や
課
題
を

乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

今
後
も
組
合
員
の
組
織
力
、

関
係
団
体
か
ら
の
ご
支
援
等

に
よ
り
、当
業
界
が
更
な
る

飛
躍
を
果
た
せ
る
よ
う
に
努

力
し
て
い
き
た
い
。」
と
述
べ

て
い
た
。

　都
留
機
械
金
属
工
業

協
同
組
合（
木
村
勝
幸

理
事
長
）は
、平
成
25
年

2
月
17
日
、18
日
の
両

日
、中
央
会
の
緊
急
課

題
対
応
集
中
指
導
事
業

の
一
環
で
視
察
研
修
事

業
を
実
施
し
た
。

　当
該
組
合
を
取
り
巻

く
環
境
は
、日
本
経
済

の
長
引
く
不
況
、特
に

円
高
の
影
響
に
よ
る
取

引
先
企
業
の
海
外
進
出

及
び
海
外
か
ら
の
部
品

調
達
の
影
響
を
受
け
、

年
々
売
上
高
が
減
少
し
て
い
る
。ま
た
、中
国
国
内
に
お
け
る
日

本
製
品
不
買
運
動
の
影
響
を
受
け
、ま
す
ま
す
先
行
き
が
厳
し
く

な
っ
て
い
る
。

　こ
の
よ
う
な
中
、一
部
の
企
業
に
お
い
て
は
後
継
者
も
育
っ
て

お
り
、親
世
代
の
技
術
・
手
法
と
若
手
や
女
性
の
感
性
・
I
T
技
術

と
の
融
合
に
よ
る
活
性
化
が
今
後
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　今
回
の
研
修
で
は
、創
業
二
百
年
を
誇
る
老
舗
企
業
で
あ
る

「
桜
井
甘
精
堂
」が
伝
統
に
甘
ん
じ
る
こ
と
な
く
時
代
の
変
化
に

対
応
し
、常
に
新
し
い
製
品
を
考
え
、革
新
を
続
け
て
い
る
企
業

理
念
を
学
ん
だ
。加
え
て
、景
気
の
影
響
を
受
け
に
く
く
、中
小
企

業
の
メ
ー
カ
ー
が
多
い
食
品
製
造
機
器
製
造
へ
の
参
入
の
可
能
性

を
探
っ
た
。

　二
日
目
の「
エ
ー
ワ
ン
精
密
」は
、無
借
金
経
営
で
最
強
の
20
億

円
企
業
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

徹
底
し
た「
コ
ス
ト
管
理
」

「
人
事
管
理
」「
時
間
管
理
」

を
行
っ
て
お
り
、そ
の
手
法

に
つ
い
て
学
ん
た
。

　今
後
は
、今
回
の
研
修

を
活
か
し
、若
手
を
中
心

に
I
T
活
用
に
よ
り
、三
つ

の
管
理
を
推
進
し
て
い
く

手
法
、ま
た
、プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
に
I
T
を
活

用
す
る
手
法
に
つ
い
て
の

研
修
を
行
っ
て
い
く
予
定

で
あ
る
。

成
功
企
業
の
秘
訣
を
学
ぶ

都留機械金属工業協同組合T O P I C S ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

エーワン精密の工場見学

出展を視察する勝俣理事長

ギフトショー出展の様子

挨拶を述べる保坂理事長

山梨県カーリサイクル（協）　組合員一同

桜井甘精堂の視察研修



第三種郵便物認可　平成25年３月１日（金曜日）中小企業タイムズ（5）

中
央
会
●
会
員
組
合
活
動
紹
介

A
C

T
I

V
E

 
K

U
M

I
A

I

第2回関ブロ代表者会議（長野県）への参加

従
業
員
向
け
講
習
会
を
開
催

T O P I C S ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

関
東
甲
信
越
静
地
区
印
刷
協
議
会『
年
次
大
会
』

10
年
ぶ
り
の
山
梨
県
開
催
に

向
け
て
、着
々
と
準
備
が
進
む
!

山梨県一般廃棄物協会

山梨県印刷工業組合T O P I C S ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　山
梨
県
印
刷
工
業
組
合

（
佐
野
龍
一
理
事
長
）は
、本

年
7
月
5
日
、6
日
に
本
県

で
開
催
さ
れ
る
「
関
東
甲
信

越
静
地
区
印
刷
協
議
会『
第

61
回
年
次
大
会
』」
に
向
け

て
、着
々
と
準
備
を
進
め
て

い
る
。こ
の
年
次
大
会
は
、当

協
議
会
を
構
成
す
る
関
東
甲

信
越
静
10
県
の
各
印
刷
工
業

組
合
が
一
堂
に
会
し
開
催
さ

れ
る
も
の
で
あ
り
、本
県
で

は
10
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
る
。

年
次
大
会
で
は
、各
県
の
理
事
長
で
組
織
さ
れ
る
「
理
事
長
会
」

や
、当
業
界
の
各
分
野（
経
営
革
新
・マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、環
境
・
労

務
、組
織
活
性
、教
育
・
研
修
、C
S
R
推
進
、官
公
需
対
策
）の

テ
ー
マ
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
る
「
分
科
会
」
に
分
か
れ
、各
県

の
現
状
や
課
題
、今
後
の
対
策
に
つ
い
て
話
し
合
う
。そ
の
後
、

「
全
体
会
議
」
に
て
理
事
長
会
及
び
分
科
会
に
て
取
り
ま
と
め
た

内
容
に
つ
い
て
報
告
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、現
状
や
課
題
等
に
つ

い
て
の
共
通
認
識
を
持
ち
、組
織
力
を
活
か
し
て
国
や
各
関
係
団

体
に
対
し
、経
営
環
境
の
改
善
等
を
訴
え
て
い
く
。

　本
組
合
で
は
今
回
の
年
次
大
会
に
向
け
、一
昨
年
の
秋
頃
よ
り

準
備
を
行
っ
て
い
る
。組
合
内
に
関
ブ
ロ
準
備
委
員
会
を
立
ち
上

げ
、執
行
部
と
と
も
に
打
合
せ
を
進
め
、原
案
の
取
り
ま
と
め
、大

会
準
備
・
運
営
の
役
割
分
担
、案
内
資
料
の
作
成
、大
会
会
場
の
視

察
等
を
行
っ
て
い
る
。

　本
組
合
の
佐
野
理
事
長
は
、「
今
回
の
年
次
大
会
の
テ
ー
マ
を

『
富
士
の
国
山
梨
で
、確
認
し
よ
う
印
刷
の
底
力
。』と
し
た
。業
態

変
革
が
進
む
中
、あ
ら
た
め

て
印
刷
の
魅
力
を
再
確
認

し
、こ
の
山
梨
の
地
で
の
大

会
が
、当
業
界
の
更
な
る
発

展
の
源
と
な
る
よ
う
な
も

の
と
し
た
い
。ま
た
、10
年

ぶ
り
に
こ
の
山
梨
で
大
会

が
行
わ
れ
、県
外
か
ら
多
く

の
出
席
者
が
み
え
ら
れ
る

た
め
、心
を
込
め
た
お
も
て

な
し
を
行
い
、本
組
合
の
団

結
力
を
各
県
の
方
々
に
伝

え
た
い
。」
と
述
べ
て
い
た
。

　一
般
社
団
法
人
山
梨
県

一
般
廃
棄
物
協
会（
会
長

＝
北
杜
市
環
境
事
業
協

同
組
合

　篠
原
充
理
事

長
）で
は
2
月
2
日
に
、会

員
事
業
者
で
廃
棄
物
の

収
集
運
搬
業
務
に
携
わ
っ

て
い
る
従
業
員
を
対
象
に

講
習
会
を
開
催
し
た
。

　こ
の
講
習
会
に
は
34
名

が
参
加
し
、業
務
上
必
要

と
な
る
車
両
の
運
行
上
の

安
全
対
策
と
労
働
災
害

に
防
止
に
関
す
る
講
義
を
2
時
間
半
に
わ
た
っ
て
受
け
た
。

　「
車
両
の
運
行
管
理
上
の
安
全
対
策
」
の
講
習
で
は
、独
立
行

政
法
人
自
動
車
事
故
対
策
機
構
の
石
川
智
博
先
生
が
講
師
と
な

り
、認
知
・
判
断
・
操
作
と
い
う
自
動
車
運
転
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
見

誤
り
・
思
い
込
み
・
過
信
・
疲
労
と
い
っ
た
人
間
の
起
こ
し
や
す
い

ミ
ス
か
ら
事
故
に
至
っ
た
「
真
因
」
を
探
る
こ
と
で
事
故
防
止
に

つ
な
げ
て
い
く
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

　ま
た
、「
一
般
廃
棄
物
処
理
業
務
に
お
け
る
労
働
災
害
防
止
」

の
講
習
で
は
、特
定
社
会
保
険
労
務
士
の
加
藤
里
美
先
生
が
講
師

と
な
り
、労
働
災
害
の
現
状
と
防
止
策
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

特
に
労
働
災
害
防
止
に
つ
い
て
は
、出
席
者
が
ク
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
「
K
Y（
危
険
予
知
）活
動
」
を
職
場
で
取
り
入
れ
る
た
め
の

実
習
も
行
っ
た
。

　篠
原
会
長
は
、「
近
年
、一
般
廃
棄
物
処
理
業
界
に
も
法
規
制
を

守
ら
な
い（
知
ら
な
い
）

異
業
種
事
業
者
の
参

入
が
横
行
し
て
い
る
。

協
会
と
し
て
一
般
廃
棄

物
処
理
の
作
業
実
務

に
関
す
る
講
習
を
テ
ー

マ
と
内
容
を
変
え
な
が

ら
継
続
し
て
行
う
こ
と

で
、会
員
事
業
所
の
業

務
の
効
率
化
と
従
業

員
の
資
質
向
上
を
図
り
、

一
般
廃
棄
物
処
理
業
界

の
適
正
化
を
リ
ー
ド
し

て
い
き
た
い
。
」
と

語
っ
た
。

会場視察の様子

10年前の本県での大会の様子

KY（危険予知）活動の実習発表

運行管理講習の石川先生

　1
都
10
県
の
青

年
中
央
会
で
組
織

さ
れ
る
関
東
甲
信

越
静
ブ
ロ
ッ
ク
中

小
企
業
青
年
中
央

会
は
、2
月
16
日

（
土
）、今
年
度
幹
事

県
で
あ
る
長
野
県

の
長
野
市
・
メ
ル
パ

ル
ク
長
野
に
て
平

成
24
年
度
第
2
回

代
表
者
会
議
を
開

催
し
た
。総
勢
57
名

が
出
席
し
、山
梨
県

か
ら
も
山
縣
会
長

は
じ
め
4
名
が
参

加
し
た
。

　代
表
者
会
議
で

は
、全
国
中
小
企
業
青
年
中
央
会
で
検
討
さ
れ
て
い
る
綱
領
と

創
立
20
周
年
の
記
念
誌
の
発
行
に
つ
い
て
関
ブ
ロ
か
ら
の
出
向

役
員
よ
り
来
年
度
に
向
け
て
の
経
過
報
告
が
さ
れ
、関
ブ
ロ
及

び
各
県
の
ス
タ
ン
ス
が
話
し
合
わ
れ
た
。ま
た
、関
ブ
ロ
事
業
に

つ
い
て
は
、千
葉
県
よ
り
栃
木
県
と
の
連
携
事
例
が
発
表
さ
れ

た
。こ
れ
は
、千
葉
県
の
青
年
中
央
会
と
栃
木
県
の
塩
原
温
泉
旅

館
協
同
組
合
青
年
部
と
の
コ
ラ
ボ
企
画
で
特
典
付
き
の
宿
泊
プ

ラ
ン
の
提
供
と
な
っ
て
い
る
。県
域
を
越
え
た
関
ブ
ロ
の
事
業
で

の
交
流
に
お
け
る
今
後
の
展
開
と
可
能
性
に
つ
い
て
議
論
が
交

わ
さ
れ
た
。

　会
議
後
に
行
わ
れ
た
研
修
会
の
第
1
部
で
は
、「
伝
統
産
業 

飯
田
水
引
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」
と
題
し
、㈲
関
島
水
引
店
の

関
島
正
浩
氏
よ
り
飯
田
水
引
の
歴
史
の
講
演
と
代
表
的
な
淡
路

結
び
の
製
作
体
験
が
行
わ
れ
た
。参
加
者
は
色
と
り
ど
り
の
紐

を
使
い
、熱
心
に
楽
し
く
製
作
に
励
ん
で
い
た
。第
2
部
で
は
、

長
野
県
中
央
会
よ
り
「
長
野
県
内
の
地
場
産
業
･
伝
統
産
業
の

概
要
」
に
つ
い
て
、資
料
に
基
づ
き
発
表
が
あ
っ
た
。

　2
日
目
は
、朝
食
時
の
情
報
交
換
会
の
後
、視
察
研
修
と
し
て

戸
隠
の
そ
ば
で
あ
い
館
を
訪
れ
、そ
ば
打
ち
体
験
が
行
わ
れ
た
。

　2
日
間
の
体
験
と
長
野
県
の
産
業
P
R
を
通
じ
て
、長
野
県

を
知
る
有
意
義
な
機

会
と
な
っ
た
と
同
時
に
、

関
ブ
ロ
の
交
流
つ
い
て

は
、2
回
行
わ
れ
る
会

議
の
場
だ
け
で
な
く
、

様
々
な
交
流
を
通
じ

た
事
業
を
展
開
し
て
い

こ
う
と
決
意
が
深
め
ら

れ
た
。来
年
度
の
関
東

甲
信
越
静
ブ
ロ
ッ
ク
中

小
企
業
青
年
中
央
会

代
表
者
会
議
は
、栃
木

県
が
幹
事
と
な
り
開

催
さ
れ
る
。

飯田水引をテーマとした研修会

山梨県中小企業団体青年中央会山梨県中小企業団体青年中央会 平成24年度

第2回代表者会議
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　昨年11月のジェトロ（独立行政法人日本貿易振興機構）からの山梨
事務所の設置決定の回答を受け、去る２月12日にアイメッセ山梨で開
催されたジェトロ山梨設置推進協議会において、これまでジェトロ事
務所の県内設置を求めて活動してきた同協議会の解散が決定し、新た
にジェトロ山梨振興協議会が山梨県及び16の経済団体を会員に発足
した。
　会議では、中央会の内藤悦次会長が振興協議会の会長に、小林寛
樹商工会連合会長が副会長に選任された。
　内陸県である山梨においては、地域経済活性化のための新たな取り
組みとして企業等の海外展開が必要とされており、振興協議会では
ジェトロ山梨の活動を連携支援することで、県内企業等の振興に寄与
していく。
　ジェトロ山梨はアイメッセ山梨内に事務局を置き、４月から活動開始
となる。

　山梨県中小企業労
務改善団体連合会
（会長：大宮山磐）
は、2月15日（金）笛
吹市石和町「ホテル
千石」において、新春
講演会・交流会を開
催した。
　地区や業種ごとに
従業員の福利厚生事
業や職場内の環境改
善事業を実施し、労
務改善推進運動に取

り組んでいる県内の労務改善団体から31名が出席し、「チー
ム力強化に必要な競争意識とは」をテーマに新春交流会が開
催された。
　講師を務めた上田誠仁氏（山梨学院大学教授・山梨学院大
学陸上競技部 監督）は当時無名の山梨学院大学陸上競技部
監督に26歳の若さで就任し、1987年に同大学陸上競技部を
箱根駅伝初出場に導き、1992年大会に初の総合優勝、その後
2連覇を含め3度の総合優勝に導くなど輝かしい実績を挙げ
ている。
　講演で上田氏は「陸上に必要な能力とは、より早く、より高
く、より遠くであり、単純に考えれば駅伝では持ちタイムの早い大学が有
利に決まっている。しかし、箱根駅伝で優勝するためには、単純な速さ、強
さを超えた『たくましさ』を備えた大
学が優勝することが多く、今年度に
ついても、昨年度覇者の東洋大学や
持ちタイム最速の駒澤大学を押さえ
て予選会から勝ち上がった日本体育
大学が優勝している。」など、気持ち
の強さが駅伝において非常に重要で
あると語った。
　講演会終了後には交流会が開催さ
れ、山梨県産業労働部労政雇用課の
塚原稔課長、山梨県山梨県中小企業
団体中央会の内藤悦次会長が来賓と
して参加し、労務改善集団の日頃の
活動についての感謝の意を述べた。

新
春
講
演
会
・
交
流
会
開
催

●山梨県中小企業労務改善団体連合会

　本会会員組合等の事務局で組織する山梨県中小企業組
合等事務連絡協議会（菅原五男会長）は、去る2月8日
（金）、大丸パークレーンズにおいて新春ボウリング大会
と、新春交流会を開催した。これは組合事務局間の更なる
親睦交流、情報交換の場として、昨年、同様の内容で開催し
たところ、会員の方々より大変好評を頂き、今年も引き続
き開催したものである。今回は新春交流会に、来賓として
本会内藤会長も出席し、組合事務局の現状や課題、展望に
ついて話し合われた。
　新春ボウリング大会では、若い頃にボウリング技術を追
求した方も多く、真剣にピンに向けボウルを放っていた。
また、会員同士が混在するチーム構成を行い、普段ではな
かなか交流の機会を持つことのない各組合事務局間の親
睦を深める事ができた。さらに、ボウリング大会の上位入
賞者には、当協議会より賞品が贈呈された。
　その後行われた新春交流会では、食事を楽しみながら情
報交換が行われ、組合ごとに違う組合事業、活性化策等に

ついての情報交換が
なされ、組合事務局
間の更なる連携強化
に繋がった。
　今回のボウリング大会・交流会を終え
て菅原会長は、「大変有意義な時間を過
ごせたと思う。普段はなかなか情報交換
の機会を得ることができない組合事務局
間が、このような機会に情報交換をする
ことにより、更なる組合活性化策のヒン
トを掴めると思う。今後もこのような、組
合事務局間の情報交換の場を積極的に
設けていきたい。」と述べていた。

ジェトロ山梨振興協議会が新たに発足ジェトロ山梨振興協議会が新たに発足

●
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●ジェトロ（独立行政法人日本貿易振興機構）
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講演する上田氏

ボウリングを通じて、親睦が深められた

あいさつする大宮山会長 来賓として挨拶を述べる内藤会長

山梨貿易情報センター（ジェトロ山梨）の開設に向けて
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明日を、かなえる。
みんなのために、ひとりのために

しんきん
バンク

Face to Face

山梨信用金庫
（055-235-0311）

甲府信用金庫
（055-222-0231）

しんきんキャッシュカードなら、全国のしんきんATMで、
平日・土曜のご利用手数料が無料で、ご利用できます。

（一部対象外のATMがございます。）

▶学生
　はじめに、会社の概要についてお聞かせ下さい。

▶経営者
　当社は1906年に創業し、当初は味噌や醤油などの醸
造業を行っていました。50年ほど前からスーパーの台頭
により、味噌や醤油が特売で安く売られるようになった
ため、山梨県が日本一の生産量を誇る小梅を漬物として
加工するようになり、現在では売上の90%を小梅が占
めています。
　また、新商品開発にも積極的に取り組んでおり「完熟
梅ジャム」「青梅ジャム」などを作っています。ジャムを
作るには酸味の強い果物の方が向いており、梅はジャム
にするには最適な食材です。だだ、この梅ジャムはパン
よりも、バターや生クリームなどに合うため、スーパーな
どには卸さず大手のケーキ屋などに卸したいと考えて
います。

▶学生
従業員を採用する上で重視すること、従業員に望む
ことは何でしょうか?

▶経営者
　当社では採用において私が全員を面接しますが、今ま
で何をやってきたのか、どのような役割・ポジションで取

り組んだのかを重視します。人のために行動してきた人
を採用したいと考えます。従業員は一緒に働く仲間です
ので、共通言語を持てるかが重要です。人の話を聞くこ
とができ、思っていることを話すことができ、理解し行動
できること、また正義感を持っていることが大事です。こ
れからはコミュニケーション能力や人間力が高い人が
選ばれると思います。当社は人が辞めない会社であり、
従業員を安易に解雇することは考えていません。人を育
てることが経営者の使命と考えており、基本的に解雇を
したことがなく、ほとんどの従業員が定年まで勤め上げ
ています。

▶学生
近年、新入社員の離職率が高く、企業との雇用のミ
スマッチに原因の一旦があると言われていますが?

▶経営者
　離職率が高いのは、単に仕事が合わないから続かない
という事では無いと思います。例えば、戦後などは自分
で仕事を探すのではなく、実家の跡を継ぐ、親に行けと
言われた会社に就職するなど自分の意見がありません
でした。その中で一生の仕事として勤め上げる人が多く
います。自分に合う仕事に出会うのは難しいと思いま
す。それよりも会社と与えられた仕事を好きになる努力
ができるかだと思います。辞めない覚悟を持って3年間
勤める中で嫌なことや良いことを経験することにより、
仕事のよろこびがわかり、好きになれば工夫をし、技術
が上がるという事だと思います。
　大田区の町工場の技術者も同様だと思うのです。日本
一の技術、世界一の技術を持った職人がごろごろいます。

▶学生
　御社の描く将来像は?

▶経営者
　学生が企業を選ぶ上で、その会社に経営理念がある
かが大事です。当社の経営理念は「おいしくて安全で安
心な食品の提供を通して地域社会に貢献する」です。原
料の小梅を日本で一番高く買う会社を目指しています。
また、南アルプス市には果樹などたくさんの農産物があ
りますので、将来的にはそれを加工することにより地元
が潤うような仕事をしたいと思います。しょっぱくて
酸っぱい日本特有の味である梅干しを守り、当社の梅で
日本人を健康にしたいと思います。また、社員が「長谷川
醸造に勤めている」と胸を張って言える、またそれがス
テイタスになるような会社を目指します。

　このコーナーは、学生が県内企業の経営者を訪問し、企業の経営方針や求めている人材等について直接聞き
取ることにより、学生と企業の相互理解を促進し、雇用のミスマッチ等を解消することを目的としています。
　第1回目となる今回は、山梨英和大学人間文化学部3年生　木曽川加奈さんが、長谷川醸造㈱代表取締役長
谷川正一郎氏にお話をうかがいました。

経営者に
聞きました!

学生企業レポート学生企業レポート 第 １ 回

仕事を好きになるには
続けること

仕事を好きになるには
続けること

学 生 経営者

山梨英和大学
人間文化学部

3年　木曽川 加奈さん

長谷川醸造㈱
代表取締役

長谷川 正一郎氏

山梨は全国でも有数の小梅の産地で、甲
州小梅の名称で有名です。
甲州小梅は、小梅の中で一番種が小さく、
果肉の厚い品種で、当社では山梨特産の
完熟した甲州小梅100％使っています。

　今回の訪問を通して、就職先を選
ぶ基準が変わりました。就職活動を
始めて、自分に合った企業を選ぶよ
うにと言われていました。しかし、
自分に合った仕事など無く、自分の
努力で仕事を好きにならなくては
いけません。自分に合った企業を選
ぶかではなく、どれだけ好きになれ
そうな企業かで就職先を探そうと
考えるようになりました。また、理
念がちゃんとある会社に就職した
いと思いました。

●取材を終えて…

〒400-0035　甲府市飯田3丁目3-28　Tel.055-228-8383
公益社団法人山梨県シルバー人材センター連合会

　下図のとおり、派遣就業期間中は派遣労働会
員となります。派遣就業の期間中は、会員とシ
ルバー人材センター連合の間に雇用関係が生
じ、シルバー人材センター連合（雇用主）から賃
金の支払いなどがあります。また、派遣先から日
常的な業務の指示や就業時間等の管理を受け
ます。これを指揮命令関係と呼びます。

シルバー派遣事業シルバー派遣事業 シルバー派遣事業について

　シルバー人材センター連合では、受託事業に
加え「臨時的かつ短期的またはその他の軽易な
業務」の基本原則を守りながら、シルバー派遣
事業を展開することで、会員皆様の豊富な経験
や知識を活かしていただける就業機会を増や

しました。就業を通じ、
社会への参画意識や生
きがいを感じていただ
ける機会の増大を目指
します。
　詳しくは、連合会まで
お問い合わせ下さい。

派
　遣
　先

連
合
・セ
ン
タ
ー（
派
遣
元
）

派
遣
労
働
会
員

労働者
派遣契約

派遣料金
支払い

雇用契約

賃金支払

指揮命令関係
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編
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後
記

　3月は、新しいスタートをきるための準備期間
でもあります。
　何かと忙しい毎日が続きますが、体調管理には
十分に気をつけて新年度を迎えましょう。

●ご意見・ご要望は、中小企業タイムズ編集班まで
　TEL 055-237-3215　FAX 055-237-3216
　E-mail 
　webmaster@chuokai-yamanashi.or.jp   

ご当地グルメ大集合!
『ご当地グルメフェアinアイメッセ山梨』

選手とフリースロー対決ができる!!
『山梨クィーンビーズ登場!』

山梨のゆるキャラ大集合
『ゆるく、そしてかわいい!!』

●主催・お問い合わせ先
　山梨県中小企業団体中央会　TEL/055-237-3215　URL/http：//www.chuokai-yamanashi.or.jp/

中小企業組合まつり開催!!中小企業組合まつり開催!!
入場
無料

テーマ

日時

場所

内容
（予定）

不易流行 ～ふえきりゅうこう～

平成25年3月23日（土） 午前9：00～
アイメッセ山梨（甲府市大津町）

お買い得品盛りだくさん♪
『山梨の特産品販売』

先着2013名様限定!
『来場者プレゼント』

このほか、皆さまのご要望にお応えする様々な融資制度・サービスがござい
ます。詳しくは甲府支店 国民生活事業までお問い合わせください！！

〒400-0031　山梨県甲府市丸の内2丁目26番2号
☎055-224－5366（お申し込み相談）

日本政策金融公庫は、皆さまのための政策金融機関と
して、お役に立てるよう努めてまいります。

国内の経済活性化につながる設備資金について、当初2年間の利率が0.5％引下
げとなります。

上記制度は、平成25年3月31日までのお取り扱いとなりますので、
お早目のご相談をお願いします。

日本公庫  国民生活事業
からのご案内

★中小企業の皆さまへ

設備資金貸付利率特例制度

★教育資金を必要とされる皆さまへ

国の教育ローン

雇用の維持・拡大を図るなど一定の要件に該当する方は、利率が基準利率より
引下げとなります。

セーフティネット貸付

ご 融 資 額　高校、短大、大学等に入学・在学するお子さまお1人につき300万円
ご返済期間　15年以内（交通遺児家庭または母子家庭の方は18年以内）
お使いみち　今後1年間に必要となる費用（学校納付金、受験費用、入在学のた
  　　  　　　めの住居費用など）

山梨の魅力 再発見

　山梨県では、結婚を希望する方々を対象に出会いの機会を提供し、結婚へのきっかけづくりとして
いただくよう、市町村や企業、NPO、各種団体等が企画・実施する出会いイベント情報をメールマガ
ジンでお届けする「やまなし縁結びサポート事業」をスタートしました。
●問い合せ先　山梨県企画県民部県民生活・男女参画課　℡055-223-1350

　●やまなし縁結びサポーター募集中！
対　象：独身の方々の出会いの場となるパーティーや食事会、体験活動などのイベントを企画・実

施していただける市町村、企業、NPO、各種団体等（ただし、宗教法人（団体）、政治団
体、結婚相談等を業とされる方は除きます。）

内　容：ご賛同いただいた方を「やまなし縁結びサポーター」に登録し、実施していただけるイベ
ント情報を県ホームページやメールマガジンで県内外に幅広く情報提供いたします。

　●メールマガジン会員募集中！
内　容：「やまなし縁結びサポーター」が企画・実施する出会いの場となるパーティーや食事会、

体験活動などの様々なイベント情報を、県に登録いただいた方々の携帯電話やパソコン
に、メールマガジンとしてお届けします。

購読料：無料です。会員登録はメールアドレスだけ！

第18回

…その他、  
楽しいイベント
盛りだくさん!
是非、ご来場
下さい!
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「やまなし縁結びサポート事業」
  の実施について
「やまなし縁結びサポート事業」
  の実施について
「やまなし縁結びサポート事業」
  の実施について

●「登録申込書」に記入・押印のうえ事務局に持参・郵送願います。
●「登録申込書」は県ホームページ「県政おすすめサイト・県内の結婚相談窓口」からダウンロ
ードしてください。

申し込み方法

●モバイル（携帯電話）会員 
「やまなしくらしねっと（モバイル版）」の
「メールマガジン・やまなし出会いイベン
トメールマガジン」から登録できます。

●PC（パソコン）会員
「やまなしくらしねっと」の「メールマガジ
ン・やまなし出会いイベントメールマガジ
ン」から登録できます。

登録方法

山梨を支える企業とともに

山梨県信用保証協会
本　　　　店　　甲府市飯田2－2－1（山梨県中小企業会館）
　　　　　　　　TEL.055-235-9700　　FAX.055-232-0160
　　　　　　　　URL:http://www.yiso.or.jp/̃shinpo/
　　　　　　　　E-mail:shinpo-yamanashi@rondo.ocn.ne.jp

富士吉田支店　　富士吉田市下吉田2－31－14
　　　　　　　　TEL.0555-22-0992　　FAX.0555-22-0921

－経営安定関連５号－
　国際的な金融不安等を契機とした現下の厳しい経済状況において、
例外業種を除き原則として全ての業種に属する中小企業者の方（注）の
資金繰りを、本制度でサポートします。
（注）売上高の減少等一定の要件を満たす特定中小企業者
保証割合　　　100％（全部保証）
保証料率　　　年0.9％（中小企業会計割引適用時0.8％）
必要書類　　　通常の申込書類のほか、市町村が発行する認定書（5号
　　　　　　　認定）
取扱期間　　　全業種指定は　平成24年9月30日まで
｠

－東日本大震災復興緊急保証－
　東日本大震災の影響により被害を受けた中小企業者の方に対して、
事業再建または経営の安定に必要な資金について本制度でサポートし
ます。
保証割合　　　100％（全部保証）
保証料率　　　年0.8％（中小企業会計割引適用時0.7％）
必要書類　　　通常の申込書類のほか、罹災証明書または認定書
取扱期間　　　平成23年3月11日より平成25年3月31日まで


